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１．県の支援 令和６年１月11日14時00分 現在　

1

令和６年能登半島地震に係る対応状況について

№ 支援内容 対応状況

　（１）DMAT４次隊

○派遣元医療機関と人数
　島根県立中央病院
　　先発：医師１名、看護師２名、業務調整員２名
　　後発：医師２名、看護師３名、業務調整員１名
　島根大学医学部附属病院
　　先発：医師１名、看護師２名、業務調整員２名
　　後発：医師１名、看護師３名、業務調整員１名
　雲南市立病院
　　先発：医師１名、看護師２名、業務調整員２名
　　後発：医師２名、看護師１名、業務調整員１名
　松江赤十字病院
　　先発：医師２名、看護師２名、業務調整員２名
　　後発：看護師１名
　益田赤十字病院
　　後発：医師１名、看護師２名、業務調整員２名
　松江市立病院
　　後発：業務調整員１名

〇活動期間　１月８日（月）～13日（土）

○活動場所　七尾市内及び珠洲市内

○活動内容
　・病院からの入院患者の搬送
　・社会福祉施設からの入所者の搬送
　・医療機関での診療支援
　・クリニック、福祉施設の巡回調査
　・DMAT活動拠点本部での本部活動
　
（２）DMATロジスティックチーム隊員３次隊

〇浜田医療センターから１名派遣

〇活動期間　１月10日（水）～16日（火）

〇活動場所　石川県保健医療福祉調整本部

〇活動内容
　DMAT都道府県調整本部等の本部業務において、統括DMATを
サポートし、主に病院支援や情報収集等の活動を行う。

ＤＭＡＴ(災害派遣医療チーム)の派遣

令和６年１月１２日
環境厚生委員会資料

健康福祉部健康福祉総務課
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2 ＤＰＡＴ(災害派遣精神医療チーム)の派遣

　DPAT４次隊

〇派遣元医療機関と人数
　島根県立こころの医療センター
　医師１名、看護師１名、業務調整員１名

〇活動期間　１月８日（月）～12日（金）

〇活動場所　石川県DPAT調整本部

〇活動内容
　・活動拠点本部の指揮、DPAT隊の指揮
　・派遣要請・受入・配置調整
　・DPAT事務局との連絡調整等

3 保健師チームの派遣

　保健師２名、業務調整員２名で構成するチームを派遣
　
〇活動期間　１月14日（日）～２月下旬（予定）

〇活動場所　能登町（予定）

〇活動内容
　・避難所における健康支援業務
　・在宅における要支援者の健康管理業務

〇その他
　・２月以降の班編成については、市町村保健師のチーム
　への参加を依頼する予定

4 ＤＷＡＴ(災害派遣福祉チーム)の派遣

　事前準備の依頼があり、派遣要請に応じて対応

〇活動内容（予定）
　・避難所等での個別ケア、相談など
　・福祉ニーズへの対応
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２．その他団体の支援

1 救護班の派遣

　日本赤十字社島根県支部
　２班を派遣予定
　【第1班】
〇派遣元医療機関等と人数
　松江赤十字病院救護班８名、島根県支部主事１名

〇活動期間　１月12日（金）～ 16日（火）
　
〇活動場所　七尾市、輪島市内等

　【第2班】
 １月22日（月）～ 27日（土）　調整中

2 医療従事者の派遣

　特定非営利活動法人ＴＭＡＴ

〇派遣元医療機関と人数
　出雲徳洲会病院から看護師１名を派遣予定

〇活動期間　１月13日（土）～19日（金）
　
　（活動場所、活動内容は未定）

3 義援金の受付
　日本赤十字社島根県支部
　１月５日（金）：受付開始（～12月27日（金））

4 義援金の受付
　島根県共同募金会
　１月４日（木）：受付開始（～12月27日（金））

5 義援金の受付
　各市町村共同募金委員会（各市町村社会福祉協議会内）
　１月４日（木）：受付開始（～12月27日（金））

№ 支援内容 対応状況
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松江 雲南 出雲 県央 浜田 益田 隠岐 合計

11 3 9 3 5 5 2 38

2.91 3.33 3.56 2.00 3.00 1.80 0.50 2.76 105

2.64 3.00 3.78 0.67 3.00 1.60 1.00 2.61 99

2.64 2.67 3.78 0.67 3.60 2.40 2.50 2.84 108

3.27 5.33 3.89 2.33 7.00 3.20 1.00 3.87 147

6.36 9.33 4.33 4.67 8.20 4.20 2.50 5.74 218

※感染症患者の発生状況
　別紙１～７のとおり

入院者数（人）

うち重症（人）

うち中等症Ⅱ（人）

うち中等症Ⅰ・軽症・無症状（人）

１病院 （内訳）

入院：１病院

９件 （週別内訳）

１２／４～１２／１０ ２件

１２／１１～１２／１７ ３件

１２／１８～１２／２４ １件

１２／２５～１２／３１ ２件

１／１～１／７ １件

４．病院における診療制限等の発生状況（１２月４日～１月７日）　各週月曜日時点の状況

３．病床の確保・使用状況（１月８日時点）

68

２．クラスターの発生状況（１２月４日～１月７日）

1

５．消防本部における救急搬送困難事案の発生状況（１２月４日～１月７日）

令 和 6 年 1 月 12 日

患者
実数

新型コロナウイルス感染症の状況等について

定点医療機関数（か所）

圏域

健康福祉部感染症対策室

環 境 厚 生 委 員 会 資 料

１．新型コロナウイルス感染症の発生状況等（１２月４日～１月７日）　

定点あたり
患者数（人）

1/1～1/7

12/18～12/24

12/11～12/17

12/25～12/31

12/4～12/10

8

59

1/１～1/７ 4 2 1 8

計 17 1 6 2 8 35

1

1

12/18～12/24 4 1 1 6

12/25～12/31 3 2 1 1 7

12/4～12/10 4 1 3 8

12/11～12/17 2 1 1 2 6

区分 高齢者
福祉施設

学校
(部活含む)

医療機関
児童

福祉施設
障がい者
福祉施設

計
週別

社会
福祉施設

2



令和５年度秋開始接種

　・対象者：初回接種を終了した生後６カ月以上のすべての方

　・ワクチンの種類：ファイザー社、モデルナ社、武田社(ノババックス)、第一三共社

　　※武田社（ノババックス）、第一三共社は１２歳以上の方が対象

　　※武田社（ノババックス）は従来型ワクチン、その他はオミクロン株（XBB.1.5）対応ワクチン

【１月７日時点の実績】

回数 接種率 回数 接種率

６．ワクチン接種について

全国 26,125,144

島根県

20.8% 18,003,536 50.2%

178,069 27.0% 124,551 54.6%

全年齢 高齢者
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令和５年 勤務医師実態調査について 

 

１．調査の目的 

医師の地域や診療科の偏在をはじめ、深刻化する医師不足の実態を把握することにより、今後の島根

県における医師確保対策の基礎資料を得ることを目的とする。 
 
２．調査の概要 

⑴ 調査期日：令和５年１０月１日現在 

⑵ 調査対象：県内に所在する病院（４６）及び公立診療所（４４※対前年△１） 

⑶ 調査条件 

・「必要数」は、現行の診療体制を基本とし、令和６年４月１日に必要な人員とした。 

・「現員数」は、調査期日現在の人員とし、非常勤医師については、１週間の当該施設の医師の通常   

の勤務時間から常勤換算とした。（臨床研修医及び休職者は除く。） 
 
３．調査結果の概要 

⑴ 常勤医師の人数・・・１,１８９人（前年比△１３人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 勤務医師の充足率 

※島根大学医学部附属病院は、医育機関のため充足率の集計の対象外としている。 

① 必 要 数 ： １,２２６．７人（前年比 △８．３人） 

② 現 員 数 ： １,０４０．６人（前年比 △０．８人） 

③ 充 足 率 ：    ８４．８％（前年比 ＋０．５ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 女性医師の割合・・・常勤医師に占める割合は、２２．８％（前年比△０．２ポイント） 

令 和 ６ 年 １ 月 １ ２ 日 
環 境 厚 生 委 員 会 資 料 
健康福祉部医療政策課 

(単位：人)
全県 松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐

1,174 344 39 541 57 94 70 29
1,206 348 43 560 62 88 78 27
1,220 337 48 571 62 92 78 32
1,202 334 49 559 58 90 81 31
1,189 325 53 550 61 89 77 34
△ 13 △ 9 4 △ 9 3 △ 1 △ 4 3

年

増減(R5-R4)

R1
R2
R3
R4
R5

(単位：人・％)
区分 年 全県 松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐

R4 1,235.0 446.9 84.1 307.9 92.5 136.7 126.0 40.9
必要数 R5 1,226.7 435.2 87.6 309.4 93.9 131.4 124.6 44.6

増減 △ 8.3 △ 11.7 3.5 1.5 1.4 △ 5.3 △ 1.4 3.7
R4 1,041.4 387.1 68.7 260.4 72.4 114.5 100.6 37.7

現員数 R5 1,040.6 378.3 73.7 265.3 75.5 112.0 95.1 40.7
増減 △ 0.8 △ 8.8 5.0 4.9 3.1 △ 2.5 △ 5.5 3.0
R4 84.3% 86.6% 81.7% 84.6% 78.3% 83.8% 79.8% 92.2%

充足率 R5 84.8% 86.9% 84.1% 85.7% 80.4% 85.2% 76.3% 91.3%
増減 0.5% 0.3% 2.4% 1.1% 2.1% 1.4% △3.5% △0.9%

※診療科別では、眼科（61.5％）、耳鼻咽喉科（69.5％）の充足率が低い。
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令和５年 看護職員実態調査について 
 

１ 調査の目的 

 島根県における看護職員確保対策の基礎資料を得ることを目的とする。 

 

２ 調査の概要 

 (1) 調査期日：令和５年１０月１日現在 

 (2) 調査対象：県内に所在する４６病院 

 (3) 回答状況：４５病院 

        令和６年４月１日の必要数が見込めない１病院を除き４５病院からの回答を集計 

 (4) 調査条件  

・「必要数」は、現行の診療体制を基本とし、令和６年４月１日に必要な人員とした。 

・「現員数」は、調査期日現在の人員とし、非正規雇用職員については常勤換算とした（出産・育児休

暇者、長期研修者等を除く）。 

 

３ 調査結果の概要 

(1)必要数・現員数・充足率 

   ①必要数      ：６，３０１．８人 (前年比△１７．２人) 

   ②現員数      ：６，０３８．３人（前年比△１９．５人) 

   ③差引不足数    ：  ２６３．５人（前年比＋ ２．３人） 

   ④充足率      ：   ９５．８％（前年比△０．１ポイント） 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

(2)採用数(R4.4.1～R5.3.31)（正規雇用） 

   採用数  ：４９４人（前年比＋４１人）うち新卒者２９１人（前年比 ＋17人） 

           ※病院の採用計画に対する実績 ８９．７％（前年比－2.6ポイント） 

 

(3)退職者数・離職率(R4.4.1～R5.3.31)（正規雇用） 

   退職者数 ：４９５人（前年比＋４９人） うち新卒者 20人（前年比 －1人） 

   離職率  ：８．２％（前年比＋０.９ポイント） うち新卒者６．９％（前年比－0.8ポイント） 

令 和 ６ 年 １ 月 １ ２ 日

環 境 厚 生 委 員 会 資 料 

健 康 福 祉 部 医 療 政 策 課 

区分 年 全県 松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐

R4 6,319.0 2,129.5 374.4 2,144.4 325.8 681.1 515.4 148.4

R5 6,301.8 2,150.3 364.9 2,180.6 314.2 638.1 505.2 148.5

増減 △ 17.2 20.8 △ 9.5 36.2 △ 11.6 △ 43.0 △ 10.2 0.1

R4 6,057.8 2,081.2 350.6 2,000.5 314.6 675.0 501.5 134.4

R5 6,038.3 2,054.5 324.8 2,074.7 313.1 658.0 481.5 131.7

増減 △ 19.5 △ 26.7 △ 25.8 74.2 △ 1.5 △ 17.0 △ 20.0 △ 2.7

R4 95.9% 97.7% 93.6% 93.3% 96.6% 99.1% 97.3% 90.6%

R5 95.8% 95.5% 89.0% 95.1% 99.6% 103.1% 95.3% 88.7%

増減 △ 0.1% △ 2.2% △ 4.6% 1.8% 3.0% 4.0% △ 2.0% △ 1.9%
　

必要数
（人）

現員数
（人）

充足率
（％）
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島根県保健医療計画の策定について 

 
１ 保健医療計画の概要 
⑴ 位置付け（下記の５つを包含） 
① 医療法に基づく『都道府県医療計画』 
② 健康増進法に基づく『都道府県健康増進計画（健康長寿しまね推進計画）』 
③ 成育医療等基本法に基づく成育医療等基本方針を踏まえた『健やか親子しまね計

画』 
④ 感染症法に基づく『感染症予防計画』 
⑤ 厚生労働省通知に基づく『薬剤師確保計画』 

 
⑵ 計画期間 

令和６年度から令和 11 年度までの６年間（中間年で必要な見直しを実施） 
・『健康増進計画（健康長寿しまね推進計画）』については、令和６年度から令和

17 年度までの 12 年間の計画であり、中間年に見直しを実施 

 
⑶ 現行計画との変更点 

① 『感染症に対する医療（感染症予防計画）』を６事業目として追加 
② 『薬剤師確保計画』を追加 
③ 県独自に作成していた圏域編は本編（全県編）に一本化 

 
２ 計画策定スケジュール 

令和５年 12 月 22 日  第２回医療審議会 （計画素案の審議） 

令和６年１月 12 日   環境厚生委員会に素案報告 

令和６年１月 15 日   関係団体に意見照会、パブリックコメントの実施 

    ～２月 14 日   

令和６年３月９日   第３回医療審議会 （計画最終案の諮問） 

令和６年３月 14 日   計画最終案の答申 
令和６年３月      環境厚生委員会に報告 

 

３ 計画の方向性 

① 住み慣れた地域で安心して生活できるよう地域包括ケアシステムのさらなる推進 

② 医療・介護需要の変化を見据え、地域の実情に応じたサービスの提供体制を構築 

③ サービスの提供を支える医療・介護従事者の確保・育成 

 

令和 6 年 1 月 12 日 
環境厚生委員会資料 
健康福祉部医療政策課 
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奥 出 雲 コ ス モ 病 院

飯 南 町 立 飯 南 病 院

市立三次中央病院

島根大学医学部附属病院

県 立 中 央 病 院

県立こころの医療センター

出雲市立総合医療センター

出 雲 市 民 病 院

出雲市民リハビリテーション病院

斐 川 生 協 病 院

寿 生 病 院

小 林 病 院

海 星 病 院

出 雲 徳 洲 会 病 院

が

特
が

が
が

急

命

命

命

急

急

急

急

急

急

急

急

急

急

急

災

災
災

災

災

産

産
産 支

支
支 感

感

感

難

難

難

精急

精急

精急

精急

精急

精急

特

が

急

命

災

産

支

感

難

精急

特定機能病院

がん診療連携拠点病院

救命救急センター

救急告示病院（救命救急センターを除く）

災害拠点病院

周産期母子医療センター

地域医療支援病院

難病診療連携拠点病院・分野別拠点病院

感

感染症指定医療機関

精神科救急医療施設

※雲南、隠岐は県立こころの医療センターで対応

急

感

15



島
根

県
保

健
医

療
計

画
（

素
案

）
－

概
要

版
－

島
根

県
健

康
福

祉
部

16



計
画

の
構

成

第
１

章
基

本
的

事
項

第
２

章
地

域
の

現
状

と課
題

第
３

章
医

療
圏

及
び

基
準

病
床

数
第

４
章

地
域

医
療

構
想

第
５

章
医

療
提

供
体

制
の

現
状

、課
題

及
び

施
策

の
方

向
が

ん
、脳

卒
中

、心
筋

梗
塞

等
の

心
血

管
疾

患
、糖

尿
病

、精
神

疾
患

、
救

急
医

療
、災

害
医

療
、感

染
症

に
対

す
る

医
療

［
感

染
症

予
防

計
画

］
、

地
域

医
療

、周
産

期
医

療
、小

児
医

療
、在

宅
医

療
、

外
来

医
療

に
係

る
医

療
提

供
体

制
の

確
保

［
外

来
医

療
計

画
］

外
第

６
章

健
康

な
ま

ち
づ

くり
の

推
進

［
健

康
長

寿
しま

ね
推

進
計

画
、健

や
か

親
子

しま
ね

計
画

］
第

７
章

保
健

医
療

従
事

者
の

確
保

・育
成

［
医

師
確

保
計

画
、薬

剤
師

確
保

計
画

］
第

８
章

将
来

の
保

健
医

療
提

供
体

制
の

確
保

に
向

け
た

事
業

の
推

進

17



計
画

策
定

に
向

け
た

ス
ケ

ジ
ュー

ル

〇
令

和
５

年
１

２
月

２
２

日
（

金
）

第
２

回
医

療
審

議
会

（
素

案
の

審
議

）

〇
令

和
６

年
１

月
１

２
日

（
金

）
環

境
厚

生
委

員
会

に
素

案
報

告
【本

日
】

〇
令

和
６

年
１

月
〜

２
月

パ
ブ

リッ
クコ

メン
ト

医
療

法
に

基
づ

く関
係

団
体

へ
の

意
見

照
会

（
医

師
会

・歯
科

医
師

会
・薬

剤
師

会
・保

険
者

協
議

会
・市

町
村

）

〇
令

和
６

年
３

月
９

日
（

土
）

第
３

回
医

療
審

議
会

（
計

画
最

終
案

の
諮

問
）

〇
令

和
６

年
３

月
１

４
日

（
木

）
計

画
最

終
案

の
答

申

⇒
答

申
を

受
け

、「
島

根
県

保
健

医
療

計
画

」策
定

〇
令

和
６

年
３

月
環

境
厚

生
委

員
会

に
報

告

〇
令

和
６

年
４

月
１

日
〜

「島
根

県
保

健
医

療
計

画
」（

令
和

６
〜

１
１

年
度

）
施

行

18



１
．

基
本

的
事

項
第

１
章

基
本

的
事

項

基
本
理
念

す
べ

て
の

県
民

が
、住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
して

暮
らせ

る
社

会
を実

現
す

る
た

め
、良

質
か

つ
適

切
な

保
健

・医
療

・福
祉

サ
ー

ビス
の

一
体

的
提

供
を

目
指

す

位
置
づ
け

①
医

療
法

に
基

づ
く「

医
療

計
画

」
②

健
康

増
進

法
に

基
づ

く「
健

康
増

進
計

画
（

健
康

長
寿

しま
ね

）
」

③
成

育
医

療
等

基
本

法
に

基
づ

く成
育

医
療

等
基

本
方

針
を踏

まえ
た

「健
や

か
親

子
しま

ね
計

画
」

④
感

染
症

法
に

基
づ

く「
予

防
計

画
（

島
根

県
感

染
症

予
防

）
」

全
体
目
標

計
画
期
間

令
和

６
(2

02
4)

年
度

か
ら令

和
11

(2
02

9)
年

度
まで

の
６

年
間

項
目

現
状

(2
01
7〜

20
21
年
平
均
値
)

目
標

(2
02
9年

)

平
均

寿
命

男
性

81
.4

2歳
81

.6
6歳

女
性

87
.8

7歳
88

.0
8歳

65
歳

平
均

自
立

期
間

男
性

18
.2

6年
18

.5
0年

女
性

21
.4

9年
21

.7
0年

計
画
素
案
P.
2〜

19



２
．

医
療

圏
第

３
章

医
療

圏
及

び
基

準
病

床
数

趣
旨 〇
地

域
の

医
療

需
要

に
対

応
して

包
括

的
な

医
療

を提
供

して
い

くた
め

の
場

で
あ

り、
基

本
的

に
は

「医
療

資
源

の
適

正
な

配
置

と
医

療
提

供
体

制
の

体
系

化
を図

る
た

め
の

地
域

的
単

位
〇

保
健

医
療

サ
ー

ビス
に

は
、日

常
的

な
も

の
か

ら専
門

的
・技

術
的

な
保

健
や

高
度

で
特

殊
な

医
療

ま
で

様
々

な
段

階
が

、こ
れ

らの
機

能
区

分
に

応
じて

一
次

、二
次

、三
次

の
医

療
圏

を設
定

〇
各

関
係

機
関

は
相

互
に

協
力

し、
それ

ぞ
れ

の
圏

域
の

実
態

に
応

じた
保

健
医

療
体

制
の

整
備

・充
実

を進
め

る
とと

も
に

、関
連

す
る

福
祉

サ
ー

ビス
とも

連
携

した
総

合
的

な
取

組
を推

進

一
次
医
療
圏

〇
日

常
的

な
保

健
・医

療
サ

ー
ビス

を
提

供
す

る
圏

域
で

あ
り、

市
町

村
を

単
位

二
次
医
療
圏

〇
通

常
の

入
院

医
療

を提
供

す
る

圏
域

で
あ

り、
県

土
の

地
理

的
条

件
等

を総
合

的
に

考
慮

して
設

定
〇

県
民

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
して

医
療

を受
け

られ
る

よう
、松

江
・雲

南
・出

雲
・大

田
・浜

田
・益

田
・隠

岐
の

７
圏

域
を設

定
※

地
域

医
療

構
想

（
第

４
章

）
に

定
め

る
構

想
区

域
と同

一
の

区
域

三
次
医
療
圏

〇
高

度
・特

殊
・専

門
的

な
医

療
サ

ー
ビス

を提
供

す
る

た
め

の
圏

域
で

あ
り、

全
県

を単
位

計
画
素
案
P.
20
〜

20



３
．

基
準

病
床

数
第

３
章

医
療

圏
及

び
基

準
病

床
数

趣
旨 〇
病

床
の

地
域

的
偏

在
を

是
正

し、
効

果
的

な
医

療
提

供
体

制
を確

立
す

る
た

め
に

設
定

す
る

も
の

〇
原

則
とし

て
新

た
な

病
院

・有
床

診
療

所
の

開
設

・増
床

を
許

可
しな

い
上

限
値

療
養
病
床
及
び
一
般
病
床

精
神
病
床
、結

核
病
床
及
び
感
染
症
病
床

二
次
医
療
圏

既
存
病
床
数
※

(R
5.
9.
30
)

①

現
行
の

基
準
病
床
数

②
基
準
病
床
数

③

既
存
病
床

との
差
異

(③
-①
)

現
行
基
準
病
床

か
らの
増
減

(③
-②
)

必
要
病
床
数

(R
7) ④

松
江

2,
48

9(
2,

41
6)

2,
65

5
2,

48
1

▲
8(

   
65

)
▲

17
4

2,
47

4
雲

南
56

6(
53

8)
53

6
52

5
▲

41
( 

▲
13

)
▲

11
52

3
出

雲
2,

19
4(

2,
19

4)
1,

80
9

1,
75

8
▲

43
6(

▲
43

6)
▲

51
1,

66
1

大
田

45
9(

41
7)

42
5

44
8

▲
11

( 
  3

1)
23

40
3

浜
田

78
4(

  7
84

)
89

5
86

2
78

( 
  7

8)
▲

33
76

0
益

田
76

7(
  6

77
)

75
4

62
4

▲
14

3(
 ▲

53
)

▲
13

0
61

3
隠

岐
13

5(
  1

35
)

13
5

13
5

0(
   

 0
)

0
13

5
合
計

7,
39

4(
7,

16
1)

7,
20

9
6,

83
3

▲
56

1(
▲

32
8)

▲
37

6
6,

56
9

病
床
種
別

既
存
病
床
数

(R
5.
9.
30

)
①

現
行
の

基
準
病
床
数

②
基
準
病
床
数

③

既
存
病
床

と
の
差
異

(③
-①
)

現
行
基
準
病
床

か
ら
の
増
減

(③
-②
)

精
神

病
床

2,
22

3
2,

11
5

1,
82

9
▲

39
4

▲
28

6
結

核
病

床
10

16
11

1
▲

5
感

染
症

病
床

30
30

30
0

0

※
()

内
は

、H
30

.4
.1

以
後

に
療

養
病

床
か

ら転
換

した
介

護
老

人
保

健
施

設
及

び
介

護
医

療
院

の
入

所
定

員
数

を除
い

た
数

（
R6

.3
.3

1ま
で

は
既

存
病

床
数

に
含

む
）

計
画
素
案
P.
21
〜

21



趣
旨 〇
令

和
７

(2
02

5)
年

に
向

け
て

、適
切

な
医

療
・介

護
の

提
供

体
制

構
築

の
検

討
を

進
め

る
た

め
の

も
の

内
容 〇
国

の
定

め
た

算
定

式
に

基
づ

き
推

計
した

令
和

７
(2

02
5)

年
の

必
要

病
床

数
〇

構
想

区
域

（
二

次
医

療
圏

）
ご

との
課

題
と医

療
提

供
体

制
の

構
築

の
方

向
性

①
医

療
機

関
の

医
療

機
能

分
担

と相
互

連
携

②
医

療
と介

護
の

連
携

に
よる

円
滑

な
入

退
院

時
連

携
体

制
の

構
築

③
医

療
・介

護
従

事
者

の
確

保
・育

成
④

構
想

区
域

を
越

え
た

救
急

搬
送

体
制

の
整

備
⑤

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

に
よ

る
地

域
連

携
の

強
化

・診
療

支
援

⑥
医

療
体

制
の

現
状

と今
後

の
あ

り方
に

関
す

る
住

民
へ

の
理

解
促

進

⇒
①

〜
⑥

の
達

成
の

た
め

、継
続

して
検

討
を重

ね
る

※
検

討
の

過
程

で
解

決
に

向
け

国
の

対
応

が
必

要
な

も
の

に
つ

い
て

は
、国

に
政

策
提

言
す

る

【全
県

】
医

療
審

議
会

（
地

域
医

療
構

想
部

会
）

【各
構

想
区

域
】

地
域

医
療

構
想

調
整

会
議

４
．

地
域

医
療

構
想

（
平

成
28

年
10

月
策

定
）

第
４

章
地

域
医

療
構

想

計
画
素
案
P.
24
〜

22



（
１
）
医
療
連
携
体
制
の
構
築

〇
限

られ
た

医
療

資
源

の
中

で
患

者
に

よ
りよ

い
医

療
が

提
供

され
る

た
め

、医
療

機
能

の
分

化
（

役
割

分
担

）
と連

携
を推

進
〇

人
口

減
少

・高
齢

化
の

進
展

に
よ

る
医

療
・介

護
需

要
の

変
化

を見
据

え
、地

域
の

実
情

に
応

じた
サ

ー
ビス

提
供

体
制

の
構

築
に

向
け

て
議

論

⇒
地

域
医

療
構

想
調

整
会

議
等

に
よ

り、
将

来
に

向
け

た
医

療
機

関
間

の
連

携
と役

割
分

担
の

在
り方

に
つ

い
て

検
討

〇
疾

患
・病

状
に

よ
って

は
、二

次
医

療
圏

を越
え

た
医

療
連

携
体

制
の

構
築

が
必

要

⇒
医

療
機

関
と消

防
機

関
、行

政
等

との
連

絡
会

議
の

開
催

や
、ド

クタ
ー

ヘ
リ等

を活
用

した
広

域
的

な
搬

送
体

制
の

確
立

容
態

安
定

後
に

は
、よ

り身
近

な
地

域
で

治
療

が
受

け
られ

る
体

制
を

確
保

〇
患

者
・医

療
機

関
等

の
負

担
軽

減
、地

域
医

療
の

安
定

的
供

給
、医

療
の

質
の

向
上

に
向

け
て

IC
Tの

活
用

を推
進

⇒
しま

ね
医

療
情

報
ネ

ット
ワー

ク（
愛

称
︓

まめ
ネ

ット
）

の
さら

な
る

医
療

機
関

等
へ

の
普

及
と県

民
の

参
加

促
進

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
35
〜

（
２
）
５
疾
病
・６
事
業
及
び
在
宅
医
療

①
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
して

生
活

で
きる

よう
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

さら
な

る
推

進
②

医
療

・介
護

需
要

の
変

化
を

見
据

え
、地

域
の

実
情

に
応

じた
サ

ー
ビス

の
提

供
体

制
を

構
築

③
サ

ー
ビス

の
提

供
を

支
え

る
医

療
・介

護
従

事
者

の
確

保
・育

成

５
疾

病
…

が
ん

、脳
卒

中
、心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

、糖
尿

病
、精

神
疾

患
６

事
業

…
救

急
医

療
、災

害
医

療
、感

染
症

に
対

す
る

医
療

、地
域

医
療

、周
産

期
医

療
、小

児
救

急
を

含
む

小
児

医
療
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１
）
が
ん

〇
科

学
的

根
拠

に
基

づ
くが

ん
予

防
・が

ん
検

診
の

充
実

⇒
「健

康
長

寿
しま

ね
推

進
計

画
」に

基
づ

く生
活

習
慣

の
改

善
、発

が
ん

の
リス

クと
な

り得
る

感
染

症
対

策
の

推
進

科
学

的
根

拠
に

基
づ

くが
ん

検
診

を精
度

管
理

の
も

とに
実

施
し、

が
ん

の
早

期
発

見
を促

進
〇

患
者

本
位

で
将

来
に

わ
た

って
持

続
可

能
な

しま
ね

らし
い

が
ん

医
療

の
実

現
⇒

拠
点

病
院

体
制

の
維

持
及

び
地

域
の

病
院

との
連

携
促

進
、診

断
時

か
ら切

れ
目

の
な

い
緩

和
ケ

アの
提

供
〇

尊
厳

を
持

って
安

心
して

暮
らせ

る
社

会
の

構
築

⇒
相

談
支

援
体

制
の

充
実

、小
児

か
らA

YA
世

代
・働

き
盛

り世
代

・高
齢

世
代

の
ライ

フス
テ

ー
ジ

に
応

じた
支

援
の

充
実

項
目

現
状

目
標

①
75

歳
未

満
年

齢
調

整
死

亡
率

（
人

口
10

万
対

）
男

性
91

.6
女

性
51

.5
男

81
.1

女
50

.3

②
年

齢
調

整
罹

患
率

（
人

口
10

万
対

）

胃
が

ん
50

.7
肺

が
ん

41
.5

大
腸

が
ん

61
.2

子
宮

頸
が

ん
8.

8
乳

が
ん

（
女

性
）

86
.6

低
減

③
臨

床
進

行
度

早
期

が
ん

（
上

皮
内

及
び

限
局

）
の

割
合

胃
が

ん
62

.8
％

肺
が

ん
41

.2
％

大
腸

が
ん

59
.2

％
子

宮
頸

が
ん

86
.9

％
乳

が
ん

（
女

性
）

67
.0

％

増
加

④
全

が
ん

5年
相

対
生

存
率

全
が

ん
62

.4
％

増
加

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
43
〜
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２
）
脳
卒
中

〇
生

活
習

慣
の

改
善

、基
礎

疾
患

予
防

・適
正

管
理

、特
定

健
診

・保
健

指
導

の
実

施
率

向
上

の
推

進
⇒

「健
康

長
寿

しま
ね

推
進

事
業

」「
しま

ね
健

康
寿

命
延

伸
プロ

ジ
ェク

ト事
業

」「
国

保
ヘ

ル
ス

ア
ップ

支
援

事
業

」等
に

よ
る

生
活

習
慣

病
予

防
に

係
る

普
及

啓
発

〇
脳

卒
中

発
症

後
、急

性
期

に
お

け
る

専
門

的
治

療
を速

や
か

に
受

け
る

こと
が

で
き

る
よ

う、
消

防
機

関
と医

療
機

関
及

び
、医

療
機

関
相

互
の

連
携

体
制

の
充

実
・強

化
⇒

発
症

後
の

早
期

診
断

・治
療

が
で

き
る

IC
T等

も
活

用
した

、脳
卒

中
救

急
医

療
体

制
の

確
立

〇
急

性
期

医
療

・回
復

期
医

療
・維

持
期

・生
活

期
を

担
う医

療
機

関
間

の
連

携
強

化
⇒

急
性

期
後

の
回

復
期

に
お

け
る

医
療

、リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
及

び
、地

域
の

実
情

に
応

じた
維

持
期

・生
活

期
に

お
け

る
在

宅
医

療
等

の
提

供
体

制
に

つ
い

て
は

、二
次

医
療

圏
内

で
の

完
結

を目
指

す

項
目

現
状

目
標

①
脳

血
管

疾
患

年
齢

調
整

死
亡

率
（

人
口

10
万

対
）

男
10

2.
1

女
61

.9
減

少

②
脳

卒
中

年
齢

調
整

初
発

率
（

人
口

10
万

対
）

男
25

3.
3

女
14

2.
2

減
少

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
59
〜
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項
目

現
状

目
標

①
心

疾
患

年
齢

調
整

死
亡

率
（

人
口

10
万

対
）

男
17

3.
5

女
10

0.
7

減
少

②
虚

血
性

心
疾

患
年

齢
調

整
死

亡
率

（
人

口
10

万
対

）
男

36
.1

女
15

.1
減

少
③

平
成

20
(2

00
8)

年
度

と比
べ

た
メタ

ボ
リッ

クシ
ンド

ロー
ム

の
該

当
者

及
び

予
備

軍
の

減
少

率
（

40
〜

74
歳

）
16

.8
％

減
25

%
減

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

３
）
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患

〇
生

活
習

慣
の

改
善

、基
礎

疾
患

予
防

・適
正

管
理

、特
定

健
診

・保
健

指
導

の
実

施
率

向
上

の
推

進
、慢

性
心

不
全

の
正

しい
知

識
の

普
及

⇒
「健

康
長

寿
しま

ね
推

進
事

業
」「

しま
ね

健
康

寿
命

延
伸

プロ
ジ

ェク
ト事

業
」「

国
保

ヘ
ル

ス
ア

ップ
支

援
事

業
」等

に
よ

る
生

活
習

慣
病

予
防

に
係

る
普

及
啓

発
〇

発
症

後
、急

性
期

に
お

け
る

専
門

的
治

療
を速

や
か

に
受

け
る

こと
が

で
き

る
よ

う、
消

防
機

関
と医

療
機

関
及

び
、医

療
機

関
相

互
の

連
携

体
制

の
充

実
・強

化
⇒

AE
D

の
使

用
等

発
症

後
速

や
か

な
救

命
処

置
の

実
施

や
、早

期
に

専
門

的
治

療
が

行
え

る
医

療
体

制
の

確
立

〇
入

院
中

か
ら退

院
後

まで
多

職
種

の
連

携
に

よる
継

続
的

な
支

援
が

必
要

⇒
急

性
期

医
療

を
担

う医
療

機
関

と、
合

併
症

予
防

や
再

発
予

防
、在

宅
復

帰
の

た
め

の
心

血
管

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

を
実

施
す

る
医

療
機

関
の

連
携

を
推

進
す

る
とと

も
に

、二
次

医
療

圏
内

で
の

在
宅

療
養

が
可

能
な

体
制

を
構

築

計
画
素
案
P.
72
〜
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４
）
糖
尿
病

〇
適

切
な

食
習

慣
や

適
度

な
身

体
活

動
、運

動
習

慣
を確

立
す

る
た

め
の

健
康

づ
くり

活
動

が
重

要
⇒

「健
康

長
寿

しま
ね

の
推

進
」、

「し
まね

健
康

寿
命

延
伸

プ
ロジ

ェク
ト事

業
」、

「国
保

ヘ
ル

ス
アッ

プ
支

援
事

業
」等

に
より

、庁
内

関
係

部
局

を
含

め
た

多
様

な
分

野
と連

携
を

強
化

し、
情

報
発

信
・啓

発
、社

会
環

境
の

整
備

を推
進

〇
糖

尿
病

を
重

症
化

させ
な

い
た

め
に

は
、治

療
継

続
が

重
要

で
あ

り、
治

療
中

断
しな

い
働

き
か

け
が

必
要

⇒
市

町
村

に
お

い
て

は
、糖

尿
病

対
策

部
署

だ
け

で
な

く関
係

部
署

と連
携

し、
地

域
の

実
情

に
応

じて
、医

療
機

関
等

と連
携

した
対

策
の

実
施

を
保

健
所

等
の

支
援

に
よ

り推
進

〇
人

工
透

析
の

導
入

に
至

らな
い

た
め

に
は

、糖
尿

病
を

重
症

化
させ

な
い

よ
う、

早
期

に
治

療
を

開
始

す
る

こと
が

重
要

⇒
適

切
な

血
糖

コン
トロ

ー
ル

を基
本

とし
、定

期
的

な
尿

蛋
白

や
尿

中
ア

ル
ブミ

ン等
の

検
査

を
行

い
、適

正
管

理
を

す
る

こと
が

重
要

で
あ

り、
診

療
に

あ
た

る
関

係
者

が
島

根
県

糖
尿

病
予

防
・管

理
指

針
に

基
づ

き疾
患

の
適

正
管

理
が

行
わ

れ
る

よう
取

組
を推

進

項
目

現
状

目
標

①
糖

尿
病

年
齢

調
整

有
病

者
割

合
（

20
〜

64
歳

）
男

6.
3％

女
2.

7％
男

6.
3％

女
2.

7％

②
糖

尿
病

性
腎

症
に

よ
る

新
規

人
工

透
析

導
入

割
合

（
人

口
10

万
対

）
9.

2
8.

7

③
糖

尿
病

有
病

者
で

Hb
A1

cが
8.

0以
上

の
者

の
割

合
（

20
〜

74
歳

）
男

12
.3

％
女

8.
2％

男
11

.6
％

女
7.

7％

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
81
〜
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５
）
精
神
疾
患

〇
精

神
障

が
い

に
も

対
応

した
地

域
包

括
ケ

アシ
ス

テ
ム

の
構

築
推

進
の

た
め

、関
係

者
間

の
重

層
的

な
連

携
に

よる
支

援
体

制
の

構
築

が
必

要
⇒

各
二

次
医

療
圏

に
設

置
した

協
議

の
場

で
退

院
支

援
、地

域
定

着
の

推
進

を図
る

とと
も

に
、市

町
村

ご
との

協
議

の
場

の
設

置
を支

援
〇

依
存

症
に

つ
い

て
、薬

物
依

存
の

治
療

拠
点

を除
き、

専
門

医
療

機
関

、治
療

拠
点

、相
談

拠
点

を整
備

⇒
専

門
医

療
機

関
、治

療
拠

点
、相

談
拠

点
及

び
関

係
団

体
等

の
連

携
体

制
を

強
化

〇
長

期
入

院
患

者
の

退
院

促
進

と質
の

高
い

精
神

科
医

療
提

供
体

制
の

確
保

⇒
訪

問
支

援
員

を
派

遣
して

傾
聴

や
情

報
提

供
をす

る
「入

院
者

訪
問

支
援

事
業

」の
推

進
と県

内
精

神
科

病
院

で
の

先
駆

的
取

組
の

波
及

項
目

現
状

目
標

（
令
和
８
年
度
※
）

①
精

神
病

床
に

お
け

る
入

院
後

３
か

月
時

点
の

退
院

率
66

.6
％

68
.9

％

②
精

神
病

床
に

お
け

る
入

院
後

６
か

月
時

点
の

退
院

率
79

.9
％

84
.5

％

③
精

神
病

床
に

お
け

る
入

院
後

12
か

月
時

点
の

退
院

率
87

.8
％

91
.0

％

④
精

神
障

が
い

者
の

精
神

病
床

か
ら退

院
後

１
年

以
内

の
地

域
で

の
平

均
生

活
日

数
（

地
域

平
均

生
活

日
数

）
31

9.
4日

32
5.

3日

⑤
精

神
病

床
に

お
け

る
急

性
期

（
３

か
月

未
満

）
入

院
患

者
数

40
5人

37
7人

⑥
精

神
病

床
に

お
け

る
回

復
期

（
３

か
月

以
上

１
年

未
満

）
入

院
患

者
数

34
1人

44
2人

⑦
精

神
病

床
に

お
け

る
慢

性
期

（
１

年
以

上
）

入
院

患
者

数
1,

07
9人

91
8人

⑦
-１

65
歳

未
満

35
1人

32
9人

⑦
-２

65
歳

以
上

72
8人

58
9人

⑧
精

神
病

床
に

お
け

る
新

規
入

院
患

者
の

平
均

在
院

日
数

10
8.

4日
10

2.
3日

※
障

が
い

福
祉

計
画

との
整

合
性

を
図

る
た

め
、令

和
８

年
度

末
に

設
定

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
92
〜
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６
）
救
急
医
療

〇
初

期
、二

次
、三

次
、救

命
後

の
各

医
療

機
関

の
連

携
に

よる
救

急
医

療
体

制
の

維
持

、充
実

が
必

要
⇒

医
療

機
関

の
連

携
体

制
の

強
化

、隣
接

県
の

ドク
ター

ヘ
リと

の
広

域
連

携
の

推
進

〇
救

急
車

や
ドク

ター
ヘ

リ等
に

よ
る

効
果

的
な

搬
送

体
制

の
充

実
が

必
要

⇒
救

急
車

の
適

正
利

用
、ド

クタ
ー

ヘ
リや

防
災

ヘ
リ、

ドク
ター

カー
等

を
活

用
した

広
域

搬
送

の
実

施
〇

消
防

機
関

と救
急

医
療

機
関

等
の

連
携

に
よる

病
院

前
救

護
体

制
の

充
実

が
必

要
⇒

メデ
ィカ

ル
コン

トロ
ー

ル
体

制
の

充
実

、認
定

救
急

救
命

士
、指

示
・指

導
医

師
等

の
養

成
、電

話
相

談
（

#
71

19
）

の
導

入
研

究
項
目

現
状

目
標

①
救

急
告

示
病

院
の

数
25

か
所

維
持

②
救

命
救

急
セ

ンタ
ー

の
数

４
か

所
維

持

③
救

急
救

命
士

の
数

37
0人

45
1人

７
）
災
害
医
療

〇
地

震
、風

水
害

等
の

災
害

時
や

、感
染

症
まん

延
時

の
医

療
救

護
体

制
の

充
実

が
必

要
⇒

D
M

AT
や

D
PA

T等
の

養
成

、災
害

支
援

ナ
ー

ス
等

多
職

種
連

携
の

推
進

、訓
練

の
実

施
や

マ
ニュ

ア
ル

等
の

整
備

〇
災

害
拠

点
病

院
等

の
整

備
が

必
要

⇒
基

幹
災

害
拠

点
病

院
と各

二
次

医
療

圏
の

地
域

災
害

拠
点

病
院

や
関

係
機

関
等

の
連

携
に

よる
災

害
医

療
体

制
の

強
化

〇
原

子
力

災
害

時
の

医
療

救
護

体
制

の
充

実
が

必
要

⇒
計

画
に

基
づ

く資
機

材
の

整
備

、基
礎

研
修

や
原

子
力

防
災

訓
練

の
実

施
、原

子
力

災
害

医
療

協
力

機
関

の
拡

充
項
目

現
状

目
標

①
災

害
拠

点
病

院
の

数
10

か
所

維
持

②
災

害
拠

点
精

神
科

病
院

の
数

１
か

所
２

か
所

③
D

M
AT

の
数

20
チ

ー
ム

26
チ

ー
ム

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
11
8〜
、
P.
12
7〜
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８
）
感
染
症
に
対
す
る
医
療
［
感
染
症
予
防
計
画
］
①

〇
新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
の

発
生

状
況

に
応

じて
、外

来
や

入
院

な
どの

医
療

提
供

体
制

の
確

保
、自

宅
療

養
や

宿
泊

療
養

者
へ

の
支

援
及

び
相

談
・検

査
体

制
の

構
築

等
に

より
感

染
拡

大
や

医
療

ひ
っ迫

を防
ぐた

め
の

取
り組

み
を

実
施

〇
対

応
に

あ
た

って
は

、病
床

や
外

来
、感

染
防

護
具

等
の

供
給

、保
健

所
体

制
、医

療
と介

護
の

連
携

な
どの

課
題

が
浮

き
彫

りと
な

った
⇒

平
時

か
ら、

地
域

に
お

け
る

機
能

・役
割

に
応

じた
感

染
症

医
療

及
び

通
常

医
療

の
提

供
体

制
を

確
保

す
る

とと
も

に
、保

健
所

、検
査

及
び

宿
泊

療
養

の
体

制
な

どを
確

保
す

る
こと

に
よ

り、
新

興
感

染
症

の
発

生
・ま

ん
延

時
に

必
要

な
医

療
が

提
供

で
き

る
体

制
等

を
構

築

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
13
7〜

30



８
）
感
染
症
に
対
す
る
医
療
［
感
染
症
予
防
計
画
］
②

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

項
目

目
標

平
時

流
行
初
期

流
行
初
期
以
降

①
協

定
締

結
医

療
機

関
（

入
院

）
の

確
保

可
能

病
床

数
－

48
床

35
7床

うち
重

症
病

床
数

－
３

床
８

床
②

協
定

締
結

医
療

機
関

（
発

熱
外

来
）

の
機

関
数

－
30

機
関

31
9機

関
③

自
宅

療
養

者
等

へ
の

医
療

を
提

供
す

る
機

関
数

－
－

62
5機

関
うち

病
院

－
－

25
機

関
うち

診
療

所
－

－
29

1機
関

うち
薬

局
－

－
25

5機
関

うち
訪

問
看

護
事

業
所

－
－

54
機

関
④

後
方

支
援

を
行

う医
療

機
関

数
－

－
24

機
関

⑤
派

遣
可

能
な

人
材

数
－

－
54

人
うち

医
師

－
－

19
人

うち
看

護
師

－
－

17
人

うち
そ

の
他

（
事

務
職

等
）

－
－

18
人

うち
D

M
AT

（
医

師
、看

護
師

、そ
の

他
）

－
－

23
人

うち
D

PA
T（

医
師

、看
護

師
、そ

の
他

）
－

－
6人

計
画
素
案
P.
13
7〜

31



８
）
感
染
症
に
対
す
る
医
療
［
感
染
症
予
防
計
画
］
③

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

項
目

平
時

流
行
初
期

流
行
初
期
以
降

⑥
個

人
防

護
具

の
備

蓄
を

十
分

に
行

う医
療

機
関

数
協

定
締

結
医

療
機

関
数

の
８

割
以

上
－

－

⑦
検

査
の

実
施

能
力

－
51

6件
/日

以
上

2,
11

6件
/日

以
上

うち
保

健
環

境
科

学
研

究
所

等
－

43
2件

/日
以

上
(う

ち
松

江
市

13
2件

/日
)

1,
07

2件
/日

以
上

(う
ち

松
江

市
32

7件
/日

)

うち
医

療
機

関
、民

間
検

査
機

関
等

－
84

件
/日

以
上

1,
04

4件
/日

以
上

⑧
保

健
環

境
科

学
研

究
所

等
の

PC
R検

査
機

器
の

数
－

11
台

11
台

⑨
宿

泊
施

設
確

保
居

室
数

－
50

室
15

0室

⑩
医

療
従

事
者

の
研

修
・訓

練
を

行
った

医
療

機
関

数
協

定
締

結
医

療
機

関
数

の
10

割
－

－

⑪
保

健
所

職
員

等
の

研
修

・訓
練

回
数

年
１

回
以

上
－

－
⑫

流
行

初
期

１
か

月
に

お
い

て
想

定
され

る
業

務
量

に
対

応
す

る
人

員
確

保
数

－
56

1人
－

うち
松

江
市

・島
根

県
共

同
設

置
松

江
保

健
所

－
15

4人
－

うち
雲

南
保

健
所

－
50

人
－

うち
出

雲
保

健
所

－
99

人
－

うち
県

央
保

健
所

－
56

人
－

うち
浜

田
保

健
所

－
11

2人
－

うち
益

田
保

健
所

－
60

人
－

うち
隠

岐
保

健
所

－
30

人
－

⑬
即

応
可

能
な

IH
EA

T要
員

の
確

保
数

（
IH

EA
T研

修
受

講
者

数
）

－
16

人
－

計
画
素
案
P.
13
7〜
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９
）
地
域
医
療

〇
診

療
所

の
医

師
の

高
齢

化
、後

継
者

不
足

等
の

た
め

、診
療

所
数

が
大

幅
に

減
少

して
お

り、
一

次
医

療
が

将
来

に
わ

た
り持

続
で

きる
よう

体
制

の
維

持
確

保
が

必
要

〇
中

山
間

地
域

・離
島

に
お

い
て

、医
師

、看
護

師
を

は
じめ

とし
た

医
療

従
事

者
が

不
足

して
お

り養
成

・確
保

・定
着

が
必

要
⇒

無
医

地
区

等
を

対
象

とし
た

巡
回

診
療

や
へ

き
地

診
療

所
へ

の
代

診
医

の
派

遣
な

ど、
地

域
の

診
療

支
援

を
行

う地
域

医
療

拠
点

病
院

や
へ

き
地

診
療

所
等

が
維

持
で

きる
よう

運
営

や
設

備
等

に
対

し支
援

⇒
地

域
枠

等
医

師
の

キ
ャリ

ア
形

成
支

援
、総

合
診

療
医

の
育

成
、看

護
職

員
の

県
内

就
業

、離
職

防
止

・再
就

職
促

進
を図

る
取

組
⇒

ドク
ター

ヘ
リや

防
災

ヘ
リの

運
航

や
まめ

ネ
ット

等
の

IC
Tを

活
用

し、
広

域
に

わ
た

る
医

療
機

関
連

携
の

支
援

項
目

現
状

目
標

①
地

域
医

療
拠

点
病

院
数

24
か

所
維

持
②

しま
ね

地
域

医
療

支
援

セ
ンタ

ー
へ

の
登

録
者

等
の

うち
、県

内
で

研
修

・
勤

務
す

る
医

師
数

30
6人

46
7人

③
しま

ね
地

域
医

療
支

援
セ

ンタ
ー

へ
の

登
録

者
等

の
うち

、医
師

不
足

地
域

（
松

江
、出

雲
以

外
）

で
研

修
・勤

務
す

る
医

師
数

11
7人

17
1人

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
16
6〜

33



５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

11
）
小
児
救
急
を
含
む
小
児
医
療

〇
小

児
科

医
が

少
な

い
地

域
に

お
け

る
小

児
初

期
救

急
の

充
実

や
、一

般
小

児
医

療
に

係
る

体
制

の
確

保
が

必
要

⇒
医

育
機

関
と連

携
した

小
児

科
医

の
確

保
や

、小
児

科
医

以
外

の
医

師
を

対
象

とし
た

小
児

科
診

療
に

係
る

研
修

の
実

施
〇

子
ども

の
病

気
等

に
係

る
保

護
者

等
の

不
安

軽
減

と、
医

療
機

関
へ

の
受

診
の

集
中

緩
和

が
必

要
⇒

「子
ども

医
療

電
話

相
談

（
#

80
00

）
事

業
」の

更
な

る
普

及
に

向
け

た
取

組
を継

続
〇

在
宅

で
療

養
して

い
る

医
療

的
ケ

ア
児

等
に

対
し、

関
係

機
関

の
連

携
した

支
援

が
必

要
⇒

保
健

・医
療

・福
祉

・保
育

・教
育

等
の

関
係

機
関

に
よ

る
協

議
会

に
お

い
て

、必
要

な
支

援
が

受
け

られ
る

体
制

づ
くり

を
推

進

項
目

現
状

目
標

①
小

児
科

医
師

数
97

人
5%

増
加

②
か

か
りつ

け
の

小
児

科
医

を
持

つ
親

の
割

合
３

歳
児

の
親

86
.0

%
増

加
③

子
ども

医
療

電
話

相
談

（
#

80
00

）
の

認
知

度
４

か
月

児
の

親
78

.7
%

90
%

10
）
周
産
期
医
療

〇
中

核
とな

る
医

療
機

関
と地

域
周

産
期

医
療

関
連

施
設

の
連

携
や

機
能

分
担

に
より

周
産

期
医

療
の

提
供

体
制

を
確

保
⇒

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ンタ
ー

、地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ンタ
ー

を
中

核
とし

た
周

産
期

医
療

ネ
ット

ワー
クの

強
化

〇
産

科
医

や
小

児
科

医
の

不
足

や
医

療
従

事
者

の
地

域
偏

在
⇒

医
師

・助
産

師
等

の
医

療
従

事
者

の
確

保
や

キ
ャリ

ア形
成

の
た

め
の

研
修

等
の

充
実

支
援

〇
災

害
や

感
染

症
ま

ん
延

時
に

小
児

・周
産

期
患

者
の

円
滑

な
搬

送
等

を
行

う体
制

の
充

実
⇒

災
害

時
小

児
周

産
期

リエ
ゾ

ンの
役

割
な

ど災
害

時
を

想
定

した
マ

ニュ
アル

作
成

や
訓

練
等

の
実

施
項
目

現
状

目
標

①
周

産
期

死
亡

率
（

出
産

1,
00

0対
）

4.
0

全
国

平
均

以
下

②
産

婦
人

科
医

師
数

71
人

5%
増

加
③

小
児

科
医

師
数

97
人

5％
増

加
④

助
産

師
数

34
0人

増
加

計
画
素
案
P.
18
4〜
、
P.
19
8〜

34



12
）
在
宅
医
療

〇
医

師
の

高
齢

化
・後

継
者

不
足

等
の

た
め

診
療

所
の

維
持

が
困

難
に

な
って

きて
お

り、
在

宅
医

療
を含

め
た

一
次

医
療

の
確

保
が

課
題

⇒
病

院
と診

療
所

の
役

割
分

担
、医

療
と介

護
の

連
携

強
化

等
に

つ
い

て
、市

町
村

を主
体

とし
た

議
論

が
進

む
よ

う支
援

〇
特

に
中

山
間

地
域

・離
島

は
、在

宅
医

療
を担

う人
材

の
不

足
や

訪
問

に
長

時
間

の
移

動
を

要
す

る
等

、厳
しい

経
営

状
況

⇒
特

定
行

為
研

修
修

了
看

護
師

に
よ

る
タス

ク・
シ

フト
／

シ
ェア

や
情

報
通

信
技

術
（

IC
T）

を活
用

した
連

携
体

制
の

構
築

等
を

推
進

〇
高

齢
化

の
進

展
に

伴
い

、高
齢

者
施

設
等

で
最

期
を

迎
え

る
患

者
が

増
加

⇒
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

適
切

な
医

療
・介

護
の

提
供

や
、本

人
の

意
思

決
定

支
援

を図
る

た
め

の
研

修
等

、必
要

な
支

援
を

実
施

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

※
介

護
保

険
事

業
（

支
援

）
計

画
との

整
合

性
を

図
る

た
め

、令
和

８
年

度
末

に
設

定

項
目

現
状

目
標

（
令
和
８
年
度
※
）

①
訪

問
診

療
を

実
施

して
い

る
診

療
所

・病
院

数
27

4か
所

維
持

②
訪

問
診

療
を

受
け

て
い

る
患

者
数

6,
24

9人
6,

70
1人

③
病

院
か

ら介
護

支
援

専
門

員
（

ケ
ア

マネ
ジ

ャー
）

へ
の

退
院

時
情

報
提

供
率

85
.0

％
90

.0
％

④
訪

問
看

護
師

数
（

常
勤

換
算

）
46

0.
3人

52
0.

0人
⑤

訪
問

看
護

を
利

用
した

患
者

数
4,

88
1人

5,
32

6人
⑥

訪
問

歯
科

診
療

を
実

施
して

い
る

歯
科

診
療

所
数

14
5か

所
維

持
⑦

在
宅

療
養

支
援

病
院

数
11

か
所

13
か

所
⑧

在
宅

療
養

後
方

支
援

病
院

数
７

か
所

10
か

所
⑨

24
時

間
体

制
を

取
って

い
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョン
数

84
か

所
93

か
所

⑩
在

宅
看

取
りを

実
施

して
い

る
診

療
所

・病
院

数
13

1か
所

15
1か

所計
画
素
案
P.
20
3〜
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（
３
）
外
来
医
療
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
［
外
来
医
療
計
画
］

〇
外

来
医

療
に

つ
い

て
は

、次
の

よう
な

状
況

に
あ

る
とさ

れ
て

い
る

。
・

地
域

で
中

心
的

に
外

来
医

療
を

担
う無

床
診

療
所

の
開

設
状

況
が

都
市

部
に

偏
って

い
る

・
診

療
所

に
お

け
る

診
療

科
の

専
門

分
化

が
進

ん
で

い
る

・
救

急
医

療
提

供
体

制
の

構
築

、グ
ル

ー
プ

診
療

の
実

施
、放

射
線

装
置

の
共

同
利

用
等

の
医

療
機

関
の

連
携

の
取

組
が

、
地

域
で

個
々

の
医

療
機

関
の

自
主

的
な

取
組

に
委

ね
られ

て
い

る
な

ど
⇒ ・

外
来

医
療

機
能

に
関

す
る

情
報

を可
視

化
し、

新
た

に
診

療
所

を開
業

す
る

医
師

に
その

情
報

を提
供

す
る

こと
に

より
、

診
療

所
が

少
な

い
地

域
へ

の
開

業
を

促
す

とと
も

に
、地

域
で

不
足

す
る

外
来

医
療

機
能

を
担

うこ
とを

求
め

、外
来

医
療

機
能

の
偏

在
解

消
を

目
指

す
。

・
併

せ
て

、医
療

機
器

（
CT

、M
RI

、P
ET

、放
射

線
治

療
、マ

ンモ
グ

ラフ
ィ）

を
効

率
的

に
活

用
す

る
た

め
、医

療
機

器
の

共
同

利
用

を
促

す
仕

組
み

を整
備

す
る

。
圏
域
名

外
来
医
師
偏
在
指
標

全
国
順
位
（
33
0圏

域
中
）

多
数
区
域

松
江

11
1.

9
93

外
来

医
師

多
数

区
域

雲
南

72
.7

31
1

出
雲

12
0.

6
57

外
来

医
師

多
数

区
域

大
田

89
.8

23
4

浜
田

12
3.

1
48

外
来

医
師

多
数

区
域

益
田

87
.8

24
1

隠
岐

98
.0

18
2

５
．

医
療

提
供

体
制

の
構

築
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

計
画
素
案
P.
21
6〜
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〇
緩

和
ケ

ア
及

び
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

が
ん

以
外

に
も

、難
病

や
エ

イズ
、循

環
器

病
等

の
患

者
に

対
して

、様
々

な
場

面
に

お
け

る
切

れ
目

の
な

い
緩

和
ケ

ア
の

実
施

が
必

要
⇒

緩
和

ケ
ア

を
提

供
す

る
医

療
機

関
の

連
携

を
図

る
とと

も
に

、A
CP

等
に

つ
い

て
患

者
、家

族
、支

援
者

の
共

通
理

解
を

図
る

〇
医

薬
品

等
の

安
全

性
確

保
対

策
医

薬
分

業
の

メリ
ット

を
十

分
に

享
受

す
る

に
は

、患
者

は
「か

か
りつ

け
薬

剤
師

・薬
局

」を
持

つ
こと

が
重

要
⇒

県
民

に
「か

か
りつ

け
薬

剤
師

・薬
局

」を
持

つ
メリ

ット
に

つ
い

て
啓

発
を行

う

〇
臓

器
等

移
植

臓
器

提
供

に
関

す
る

意
思

表
示

をし
て

い
る

方
は

10
.2

％
（

令
和

３
年

度
世

論
調

査
）

⇒
引

き
続

き
、臓

器
移

植
・造

血
幹

細
胞

移
植

等
の

啓
発

等
に

取
り組

む

〇
難

病
等

保
健

・医
療

・福
祉

対
策

難
病

患
者

の
医

療
支

援
の

充
実

を図
って

い
る

が
、レ

ス
パ

イト
の

受
け

入
れ

拡
充

体
制

な
どが

必
要

⇒
島

根
県

難
病

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
を中

心
に

、支
援

体
制

の
強

化
を

図
る

〇
医

療
安

全
の

推
進

医
療

事
故

防
止

対
策

並
び

に
イン

フォ
ー

ム
ドコ

ンセ
ント

が
適

切
に

実
施

され
る

こと
が

重
要

⇒
医

療
機

関
へ

の
立

入
検

査
や

患
者

等
か

らの
医

療
安

全
相

談
を

通
じて

、医
療

安
全

に
関

す
る

意
識

啓
発

を推
進

す
る

〇
食

品
の

安
全

確
保

対
策

魚
介

類
の

寄
生

虫
に

よ
る

食
中

毒
が

増
加

して
い

る
こと

及
び

HA
CC

Pや
食

品
表

示
が

適
正

に
実

施
され

る
こと

が
必

要
⇒

関
係

機
関

等
と連

携
し食

中
毒

予
防

対
策

の
啓

発
や

営
業

施
設

に
対

し重
点

的
に

指
導

・助
言

を
行

う

〇
健

康
危

機
管

理
体

制
の

構
築

不
測

の
事

態
に

備
え

、地
域

保
健

法
及

び
感

染
症

法
の

改
正

を踏
ま

え
た

、さ
らな

る
体

制
強

化
が

必
要

⇒
事

象
に

応
じ迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
よ

う市
町

村
及

び
関

係
団

体
等

と緊
密

な
連

携
の

下
に

、訓
練

や
研

修
等

を実
施

６
．

そ
の

他
の

分
野

の
体

制
整

備
・対

策
第

５
章

医
療

提
供

体
制

の
現

状
、課

題
及

び
施

策
の

方
向

第
６

章
健

康
な

ま
ち

づ
くり

の
推

進
計
画
素
案
P.
25
8〜
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７
．

健
康

長
寿

しま
ね

の
推

進
［

健
康

長
寿

しま
ね

推
進

計
画

］
第

６
章

健
康

な
ま

ち
づ

くり
の

推
進

評
価

〇
平

均
寿

命
、健

康
寿

命
は

改
善

し、
女

性
の

健
康

寿
命

は
目

標
を

達
成

した
が

、圏
域

間
で

の
差

が
開

い
た

〇
年

齢
調

整
死

亡
率

（
脳

血
管

疾
患

・虚
血

性
心

疾
患

・が
ん

・自
死

）
は

目
標

を
達

成
〇

脳
卒

中
年

齢
調

整
初

発
率

は
男

性
で

悪
化

、高
血

圧
等

の
基

礎
疾

患
割

合
、肥

満
者

割
合

、歯
周

病
は

男
女

とも
に

悪
化

〇
特

定
健

診
受

診
率

、特
定

保
健

指
導

実
施

率
は

増
加

〇
生

活
習

慣
で

は
、男

女
とも

に
運

動
習

慣
・喫

煙
率

が
改

善
傾

向
。男

性
で

は
、朝

食
の

欠
食

、野
菜

の
摂

取
、飲

酒
、

女
性

で
は

、適
塩

摂
取

、飲
酒

で
悪

化
傾

向
〇

現
在

の
死

亡
率

の
減

少
は

、過
去

の
生

活
習

慣
や

社
会

情
勢

、経
済

状
況

に
よる

も
の

で
あ

る
と考

え
る

と、
今

後
は

健
康

状
態

が
悪

化
して

しま
う可

能
性

も
考

え
られ

る
⇒

一
次

予
防

の
さら

な
る

推
進

が
必

要
健

康
課

題
に

対
す

る
【個

人
へ

の
アプ

ロー
チ

】と
【社

会
環

境
へ

の
ア

プロ
ー

チ
】を

す
す

め
る

基
本
目
標

「健
康
寿
命
を
延
ば
す
」

〇
平

均
寿

命
を

延
ば

す
〇

65
歳

平
均

自
立

期
間

を
延

ば
し、

二
次

医
療

圏
の

格
差

を
減

らす

基
本
的
な
考
え
方

（
１

）
「健

康
長

寿
しま

ね
県

民
運

動
」の

展
開

（
２

）
個

人
の

健
康

を
支

え
る

社
会

環
境

づ
くり

の
推

進

ス
ロ
ー
ガ
ン

（
１

）
『目

指
せ

︕
生

涯
現

役
、み

ん
な

で
延

ば
そう

健
康

寿
命

』
（

２
）

『目
指

せ
︕

健
康

長
寿

の
まち

づ
くり

』

推
進
の
柱

（
１

）
住

民
主

体
の

地
区

ご
との

健
康

づ
くり

活
動

の
推

進
⇒

多
様

な
分

野
と連

携
した

健
康

な
まち

づ
くり

（
２

）
生

涯
を

通
じた

健
康

づ
くり

の
推

進
⇒

子
ども

か
ら高

齢
者

まで
ライ

フス
テ

ー
ジ

に
応

じた
健

康
づ

くり
（

３
）

疾
病

の
早

期
発

見
、合

併
症

予
防

・重
症

化
予

防
⇒

生
活

習
慣

病
の

発
症

予
防

と適
切

な
疾

病
管

理
、健

（
検

）
診

受
診

促
進

（
４

）
多

様
な

実
施

主
体

に
よる

連
携

の
とれ

た
効

果
的

な
県

民
運

動
の

展
開

⇒
産

官
学

、関
係

団
体

等
との

協
働

、環
境

整
備

の
推

進

計
画
素
案
P.
28
0〜
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８
．

健
や

か
親

子
しま

ね
の

推
進

［
健

や
か

親
子

しま
ね

計
画

］
第

６
章

健
康

な
ま

ち
づ

くり
の

推
進

基
盤
課
題
Ａ

妊
娠
前
か
ら乳

幼
児
期
に
わ
た
る

切
れ
目
な
い
保
健
対
策

基
盤
課
題
Ｂ

学
童
期
・思
春
期
か
ら成

人
期

に
向
け
た
保
健
対
策

次
世
代
の
社
会
を
担
う子

ども
の
成
育
が
確
保
さ
れ
る
社
会
の
実
現

基
盤
課
題
Ｃ

子
ども
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り育

む
地
域
づ
くり

重
点
課
題
①

専
門
的
医
療
・支
援
等
を
必
要
とす
る
子
ども
とそ
の
家
族
に
対
す
る
支
援

重
点
課
題
②

子
育
て
に
不
安
の
あ
る
家
族
へ
の
早
期
支
援
に
よ
る
児
童
虐
待
予
防

◆
基
本
的
な
考
え
方
（
課
題
の
柱
）

◆
現
行
計
画
か
ら

●
改
善
傾
向

・人
工

妊
娠

中
絶

実
施

率
（

数
）

の
低

下
・育

て
に

くさ
を感

じた
時

に
対

処
で

きる
親

の
割

合
の

増
加

・子
育

て
に

自
信

が
持

て
る

親
の

割
合

の
増

加
・歯

肉
所

見
の

あ
る

高
校

生
の

割
合

の
低

下

●
今
後
も
続
く課
題

・妊
娠

、出
産

に
満

足
で

きた
と思

え
る

支
援

、環
境

づ
くり

・ゆ
った

りと
した

気
分

で
子

ども
と過

ご
せ

る
環

境
づ

くり
・子

ども
の

生
活

習
慣

の
確

立
（

朝
食

の
摂

取
、メ

デ
ィア

の
利

用
）

・妊
娠

や
子

育
て

の
しや

す
い

職
場

、地
域

づ
くり

・基
盤

課
題

A
妊

娠
前

か
らの

健
康

管
理

（
プ

レ
コン

セ
プ

シ
ョン

ケ
ア

）
の

促
進

・基
盤

課
題

B
学

童
期

、思
春

期
の

睡
眠

の
確

保
を

含
め

た
生

活
習

慣
の

確
立

・基
盤

課
題

C
ヤ

ング
ケ

ア
ラー

へ
の

支
援

体
制

も
含

め
た

地
域

づ
くり

・重
点

課
題

①
専

門
的

な
医

療
、支

援
を

要
す

る
子

ども
や

家
族

に
対

す
る

支
援

体
制

の
強

化
・重

点
課

題
②

早
い

段
階

で
虐

待
を

予
防

す
る

た
め

の
母

子
保

健
事

業
と関

係
機

関
連

携
の

強
化

令
和

３
年

成
育

医
療

等
基

本
方

針
を踏

まえ
た

◆
主
な
施
策
の
方
向
性

計
画
素
案
P.
33
2〜
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９
．

高
齢

者
の

疾
病

予
防

・介
護

予
防

対
策

第
６

章
健

康
な

ま
ち

づ
くり

の
推

進

【基
本

的
な

考
え

方
】

〇
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

〇
積

極
的

な
社

会
参

加
、介

護
予

防
の

推
進

〇
各

市
町

村
で

の
多

様
な

サ
ー

ビス
構

築
の

必
要

性
〇

健
康

づ
くり

との
連

携
、医

療
介

護
連

携
、自

立
支

援
重

症
化

防
止

現
状

・
課

題

•
適

切
な
疾

患
管

理
と
予
防

•
フ
レ
イ
ル
予

防
（
通

い
の
場
へ
の
参

加
な
ど
）

•
肺

炎
予

防
の
た
め
の
口
腔
ケ
ア
、
骨
折

予
防

•
社

会
参

加
、
地

域
と
の
つ
な
が
り

施
策

の
方

向
性

•
包

括
的
な
疾

病
管
理

•
フ
レ
イ
ル
対

策
（
リ
ス
ク
が
高

い
方

の
早

期
発

見
、
介

入
、

支
援

の
体

制
）

現
状

・
課

題

•
自

立
し
た
生

活
の

支
援
、
心
と
体
の

健
康
の

維
持
、

介
護

予
防

•
住

民
主

体
の
フ
レ
イ
ル
予

防
（通

い
の

場
の
運

営
、

参
加

勧
奨

含
む
）

•
通

い
の

場
の

内
容

の
多

様
化

•
多

職
種
で
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り

施
策

の
方

向
性

•
会
議
、
研
修
の
開
催

•
市
町
村
の
取
組
（
評
価
）
の
支
援

•
医
療
機
関
、
職
能
団
体
（
医
師
会

等
三
師
会
、
し
ま
ね
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
）
多
職
種

連
携
の
働
き
か
け

（
１

）
高

齢
者

の
疾

病
予

防

（
２

）
介

護
予

防
対

策

【数
値

目
標

】
①

通
い

の
場

の
参

加
率

増
加

②
生

き
が

い
を

感
じる

高
齢

者
の

割
合

増
加

計
画
素
案
P.
35
7〜
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10
．

保
健

医
療

従
事

者
の

確
保

・育
成

第
７

章
保

健
医

療
従

事
者

の
確

保
・育

成

（
１
）
医
師
の
確
保
・育
成
［
医
師
確
保
計
画
］

医
師

確
保

の
方

針
県

内
の

医
師

の
地

域
偏

在
や

診
療

科
偏

在
へ

の
対

応
、高

齢
医

師
の

世
代

交
代

や
後

継
不

足
に

備
え

、病
院

の
体

制
を強

化
す

る
な

ど、
地

域
に

必
要

とさ
れ

る
医

師
を確

保
※

医
師

少
数

区
域

に
な

らな
い

二
次

医
療

圏
で

あ
って

も
、医

師
の

確
保

を
図

る
べ

き
区

域
が

あ
る

こと
か

ら、
県

独
自

に
過

疎
地

域
の

市
町

村
等

を
医

師
少

数
ス

ポ
ット

とし
て

設
定

目
標

医
師

数
の

設
定

○
医

師
少

数
区

域
の

圏
域

は
、計

画
終

了
時

点
(R

8)
に

お
い

て
、医

師
偏

在
指

標
が

下
位

1/
3

に
相

当
す

る
値

に
達

す
る

（
医

師
少

数
区

域
を脱

す
る

）
た

め
に

必
要

な
医

師
数

を
設

定
○

目
標

医
師

数
雲

南
圏

域
︓

80
人

、大
田

圏
域

︓
99

人
、益

田
圏

域
︓

12
9人

目
標

医
師

数
を

達
成

す
る

た
め

の
施

策
の

方
向

○
地

域
枠

の
活

用
に

より
引

き続
き

医
学

生
を確

保
し、

大
学

や
しま

ね
地

域
医

療
支

援
セ

ンタ
ー

と連
携

し若
手

医
師

の
キ

ャリ
ア

支
援

等
を

充
実

○
中

山
間

地
域

や
離

島
に

お
い

て
必

要
とさ

れ
る

総
合

診
療

医
の

育
成

の
た

め
の

体
制

を強
化

○
児

童
・生

徒
の

段
階

に
応

じて
、医

療
従

事
者

をめ
ざ

す
きっ

か
け

とな
る

取
組

を、
教

育
委

員
会

や
医

療
機

関
等

と連
携

し実
施

○
代

診
医

の
派

遣
や

タス
クシ

フト
の

推
進

、子
育

て
支

援
等

医
師

の
働

き
方

改
革

の
取

組
を支

援

計
画
素
案
P.
36
5〜

産
科

・
小

児
科

の
医

師
確

保
対

策
安

心
して

妊
娠

・出
産

・子
育

て
が

で
き

る
よ

う、
産

科
・小

児
科

の
医

療
提

供
体

制
の

確
保

に
向

け
、キ

ャリ
ア

形
成

プ
ログ

ラム
の

充
実

等
に

よ
り、

必
要

な
医

師
数

を
確

保

26
5.
1

松
江

24
7.
1

多
数

雲
南

12
8.
5

少
数

出
雲

39
3.
2

多
数

大
田

17
2.
1

少
数

浜
田

23
8.
7

多
数

益
田

17
6.
0

少
数

隠
岐

20
3.
7

【
医
師

偏
在
指

標
と

区
域
】

島
 根

 県

二 次 医 療 圏

圏
域
名

医
師
偏
在

指
標

区
域

41



10
．

保
健

医
療

従
事

者
の

確
保

・育
成

第
７

章
保

健
医

療
従

事
者

の
確

保
・育

成

（
２
）
薬
剤
師
の
確
保
・育
成
［
薬
剤
師
確
保
計
画
］

これ
ま

で
の

取
組

の
継

続
〇

薬
剤

師
を

目
指

す
者

を
増

や
す

（
誘

う）
・職

業
体

験
イベ

ント
・高

校
生

セ
ミナ

ー
（

薬
学

部
進

学
セ

ミナ
ー

）
〇

島
根

県
で

働
く薬

剤
師

を
増

や
す

（
呼

び
込

む
）

・大
学

訪
問

・奨
学

金
返

還
助

成
事

業

新
た

な
取

組
を

検
討

・奨
学

金
貸

与
事

業
・島

根
県

を
対

象
とす

る
地

域
枠

を設
置

す
る

大
学

へ
の

進
学

支
援

・島
根

県
出

身
学

生
を

対
象

とし
た

就
職

セ
ミナ

ー
の

開
催

・薬
剤

師
が

不
足

す
る

病
院

へ
の

薬
剤

師
派

遣
※

特
に

、中
山

間
地

域
・離

島
の

病
院

薬
剤

師
確

保
を推

進

【確
保
の
取
組
】

【現
状
と目

標
】

令
和

４
年

（
現

状
）

〇
病

院
︓

充
足

率
87

.9
％

特
に

、中
山

間
地

域
・離

島
の

病
院

で
充

足
率

が
低

い
。

〇
薬

局
︓

充
足

率
86

.1
 ％

令
和

18
年

（
最

終
目

標
）

〇
病

院
・薬

局
とも

に
、

充
足

率
10

0％

令
和

11
年

（
計

画
目

標
）

〇
病

院
︓

充
足

率
95

.0
％

要
確

保
薬

剤
師

数
23

.4
人

〇
薬

局
︓

充
足

率
90

.0
%

要
確

保
薬

剤
師

数
39

.9
人

国
の

「薬
剤

師
確

保
計

画
ガ

イド
ライ

ン」
で

示
され

る
考

え
方

等
を参

考
に

、島
根

県
の

地
理

的
条

件
や

薬
剤

師
の

地
域

偏
在

等
を踏

ま
え

、
地

域
の

実
情

に
応

じた
実

効
性

あ
る

も
の

とし
て

策
定

※
令

和
４

年
の

薬
剤

師
数

が
維

持
され

る
と仮

定

計
画
素
案
P.
41
6〜

42



10
．

保
健

医
療

従
事

者
の

確
保

・育
成

第
７

章
保

健
医

療
従

事
者

の
確

保
・育

成

（
３
）
そ
の
他
の
保
健
医
療
従
事
者
の
確
保
・育
成

〇
看

護
職

員
県

内
の

就
業

看
護

職
員

数
は

、総
数

で
は

全
国

値
を

上
回

って
い

る
が

、地
域

偏
在

が
み

られ
る

ま
た

、看
護

師
等

学
校

養
成

所
の

学
生

確
保

や
、専

門
性

の
高

い
看

護
師

の
育

成
な

どへ
の

取
組

が
必

要
⇒

「県
内

進
学

促
進

」「
県

内
就

業
促

進
」「

離
職

防
止

・再
就

業
促

進
」「

資
質

向
上

」の
４

本
柱

で
事

業
を展

開

〇
歯

科
医

師
・歯

科
衛

生
士

・歯
科

技
工

士
〇

理
学

療
法

士
・作

業
療

法
士

・言
語

聴
覚

士
〇

管
理

栄
養

士
・栄

養
士

〇
診

療
放

射
線

技
師

・臨
床

検
査

技
師

・視
能

訓
練

士
・臨

床
工

学
技

士
・義

肢
装

具
士

等
高

齢
化

に
よ

る
医

療
需

要
の

変
化

や
医

療
技

術
の

高
度

化
等

に
対

応
す

る
た

め
、様

々
な

職
種

で
人

材
確

保
や

資
質

向
上

等
が

必
要

⇒
市

町
村

・医
療

機
関

や
関

係
団

体
等

と連
携

し、
人

材
確

保
や

資
質

向
上

等
の

取
組

を
実

施

計
画
素
案
P.
43
0〜

43



11
．

保
健

医
療

計
画

の
推

進
体

制
と役

割
第

８
章

将
来

の
保

健
医

療
提

供
体

制
の

確
保

に
向

け
た

事
業

の
推

進

計
画

の
推

進

島
根

県
保

健
医

療
計

画

健
康

長
寿

しま
ね

推
進

計
画

圏
域

関
連

事
項

圏
域

関
連

事
項

島
根

県
医

療
審

議
会

地
域

保
健

医
療

対
策

会
議

健
や

か
親

子
しま

ね
計

画
感

染
症

予
防

計
画

進 行 管 理 ・ 評 価

圏
域

健
康

長
寿

しま
ね

推
進

会
議

健
康

長
寿

しま
ね

推
進

会
議

母
子

保
健

推
進

協
議

会

社
会

福
祉

審
議

会
母

子
保

健
部

会
島

根
県

医
療

審
議

会
感

染
症

部
会

圏
域

関
連

事
項

に
つ

い
て

意
見

（
計

画
策

定
時

）

計
画
素
案
P.
43
9〜
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第９期島根県老人福祉計画・島根県介護保険事業支援計画（素案）について 

１ 計画の概要 
（１）位置付け 
・老人福祉法に基づく老人福祉計画と、介護保険法に基づく介護保険事業支援計画を一体的に定

め、県の高齢者の福祉、介護に関する施策を総合的に推進させるための計画 
 ・保険者で策定する介護保険事業計画が実現するよう、保険者・市町村を支援していくもの 
（２）計画期間 
・令和６年度～令和８年度（３年間） 

 
２ 計画の内容 
（１） 総合目標  

誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現 
（２） 重点推進事項  

 

 

３ スケジュール 
  令和５年 ７月～12 月 第１回～第３回 計画策定委員会 
  令和６年 １月     環境厚生委員会に素案報告   
  令和６年 １月～２月  パブリックコメントの実施 
   令和６年 ３月     環境厚生委員会に報告   

第４回 計画策定委員会 

重点推進事項 主な方策 主な指標

１．介護予防の推進と
　高齢者の社会参加

・要介護状態になることを遅らせるた
　めの地域における介護予防の取組の
　充実
・高齢者の生きがいづくり、地域活動
　を支える高齢者の人材の育成

　地域で実践活動などに取り組
んでいる高齢者の割合
　（R8：50.0％）

２．生活支援の充実

・多様な主体が参画した地域の支え合
　いの体制づくり
・多様な主体が参画した地域の移動支
　援

　介護予防・日常生活支援総合
事業のうち住民主体による支援
に取り組む市町村数
　（R8:10市町村）

３．適正な介護サービ
　スと住まいの確保

・介護が必要な方がサービスを受ける
　ことのできる提供体制の確保
・サービスの質の維持・向上のための
　運営指導の実施や給付適正化の推進

　介護給付適正化主要３事業を
全て実施している保険者数
　（R8:11保険者）

４．介護人材確保・介
　護現場革新

・介護職のイメージアップ、多様な人
　材の確保・育成
・介護ロボットやＩＣＴ導入による介
　護職員の負担軽減やサービスの質の
　向上

　介護職員の離職率
　（R8:R4年度実績を下回る）
   ※R4年度離職率　介護職員　  13.4%

　　　　　　　　 　訪問介護員　11.1%

５．医療との連携

・人口・医療介護需要推計等の在宅医
　療に関する情報提供、地域における
　議論への支援
・訪問看護の総合的な推進

　訪問看護職員数
　（R8:520人）

６．認知症施策の推進
・認知症についての普及啓発
・認知症の人の本人発信支援、希望を
　もった暮らしを実現する地域づくり

　認知症カフェの設置数
　（R8:70カ所）

令 和 ６ 年 １ 月 12 日
環 境 厚 生 委 員 会 資 料
健 康 福 祉 部 高 齢 者 福 祉 課
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各
重

点
推

進
事

項
の

目
標

 

 

介
護

予
防

の
推

進
と

高
齢

者
の

社
会

参
加

 

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

健
康

で
い

き
い

き
と

暮
ら

せ
る

 

重
点

推
進

事
項

１
 

 

生
活

支
援

の
充

実
 

住
民

ど
う

し
が

支
え

合
い

な
が

ら
誰

も
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

 

重
点

推
進

事
項

２
 

 

適
正

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
と

住
ま

い
の

確
保

 

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
場

合
に

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を

安
心

し
て

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
 

重
点

推
進

事
項

３
 

 

医
療

と
の

連
携

 

当
人

の
状

態
に

応
じ

て
必

要
な

医
療

と
介

護
の

サ
ー

ビ
ス

が
切

れ
目

な
く

提
供

さ
れ

る
 重

点
推

進
事

項
５

 
 認

知
症

施
策

の
推

進
 

認
知

症
の

人
の

意
思

が
尊

重
さ

れ
、

自
分

ら
し

く
希

望
を

も
っ

て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
 

重
点

推
進

事
項

６
 

 

介
護

人
材

確
保

・
 

介
護

現
場

革
新

 

 
介

護
人

材
の

確
保

や

介
護

職
場

の
業

務
効

率
化

に
よ

っ
て

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
質

を
維

持
・
向

上
す

る
 

重
点

推
進

事
項

４
 

《
総

合
目

標
》
 

誰
も

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
自

分
ら

し
く
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
の

実
現

 

各
重

点
推

進
事

項
に

対
応

し
た

様
々

な
取

組
の

実
施

 

各
重

点
推

進
事

項
の

取
組

の
進

捗
状

況
を

把
握

し
、

目
標

の
達

成
状

況
を

測
る

た
め

の
適

切
な

指
標

を
設

定
 

総
合

目
標

の
達

成
状

況
を

測
る

た
め

の
指

標
 

高
齢

者
の

健
康

寿
命

が
伸

び
る

こ
と

 
喜

び
や

生
き

が
い

を
感

じ
て

い
る

高
齢

者
が

増
え

る
こ

と
 

地
域

に
お

け
る

市
町

村
の

取
組

が
進

む
こ

と
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重
点

推
進

事
項

１
 

介
護

予
防

の
推

進
と

高
齢

者
の

社
会

参
加

 
【

第
５

章
】

 

目
標

（
目

指
す

べ
き

姿
）

 

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た

地
域

で
健

康
で

い
き

い

き
と
暮
ら
せ
る
 

 
計

画
に

記
載

す
る

対
策

【
進
捗

を
測
る

指
標

】
 

○
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
地
域
に

お
け
る
介
護
予
防
の
取
組
み
の
充
実
 

 
【
指
標
：
通
い
の
場
へ
の
参
加
率
（
週
１
回
以
上
）
】

 

《
現
状
》
3
.
0
％
（
R
3
年
度
）
 
⇒
 
 
《
目
標

》
8
.
0
％
（
R
8
年
度
）
 

○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
食
べ
る
機
能
の
向
上
支
援
等

に
お
け
る
専
門
職
と
の
連
携
 

 
【
指
標
：
「
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
た
め
の
ケ
ー

ス
検
討
（
地
域
ケ
ア
会
議
）
を
専
門
職
の
協
力
を
得
て
 

取
組
む
市
町
村
数
」
】
 

 
 
 
《
現
状
》
８
市
町
村
（
R
4
年
度
）
 
⇒
 
《
目
標

》
1
9
市
町
村
（
R
8
年
度
）
 

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域
活
動
を
支
え
る
高

齢
者
の
人
材
の
育
成
 

 
【
指
標
：
実
践
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
齢
者

の
割
合
】
 

 
 

 
《
現
状
》
2
7
.
5
％
（
R
4
年
度
）
 
⇒
 
 
《
目
標
》
5
0
％
（
R
8
年
度
）

 

重
点

推
進

事
項

２
 

生
活

支
援

の
充

実
 

【
第

６
章

】
 

目
標

（
目

指
す

べ
き

姿
）
 

住
民

ど
う

し
が

支
え

合

い
な

が
ら

誰
も

が
安

心

し
て
暮
ら
せ
る
 

計
画

に
記

載
す

る
対

策
【

進
捗

を
測
る

指
標

】
 

 
○
多
様
な
主
体
が
参
画
し
た
地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
 

【
指
標
：
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
う
ち
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
に
取
り
組
む
市
町
村
数
】
 

《
現
状
》
４
市
町
村
（
R
4
年
度
）
 
⇒
 
 
《
目
標
》
1
0
市
町
村
（
R
8
年
度
）
 

○
多
様
な
主
体
が
参
画
し
た
地
域
の
移
動
支
援
 

【
指
標
：
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
う
ち
移
動
支
援
に
取
り
組
む
市
町
村
数
】
 

《
現
状
》
３
市
町
村
（
R
4
年
度
）
 
⇒
 
 
《
目
標
》
1
0
市
町
村
（
R
8
年
度
）
 

○
日
常
生
活
上
の
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
、
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
推
進
 

【
指
標
：
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
「
地
域
課
題
把
握
の
た
め
の
地
域
ケ
ア
会
議
」
に
 

参
画
し
て
い
る
市
町
村
数
】
 

《
現
状
》
７
市
町
村
（
R
4
年
度
）
 
⇒
 
 
《
目
標
》
1
9
市
町
村
（
R
8
年
度
）
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重
点

推
進

事
項

３
 

適
正

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
と

住
ま

い
の

確
保

 
【

第
７

章
】

 

目
標

（
目

指
す

べ
き

姿
）
 

要
介

護
状

態
に

な
っ

た

場
合

に
必

要
な

サ
ー

ビ

ス
を

安
心

し
て

受
け

る

こ
と
が
で
き
る
 

計
画

に
記

載
す

る
対

策
【

進
捗

を
測
る

指
標

】
 

 
○
介
護
が
必
要
な
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
提
供
体
制
の
確
保
 

○
市
町
村
・
保
険
者
を
中
心
と
し
た
地
域
関
係
者
に
よ
る
高
齢
者
人
口
減
少
を
見
据
え
た
検
討
へ
の
支
援
 

 
【
指
標
：
要
介
護
者
の
在
宅
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
受
給
率
】
 

（
※

要
介

護
３

～
５

の
者

の
う

ち
在

宅
・

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

者
の

割
合
）
 

《
現
状
》
4
7
.
8
％
 
（
R
4
年
度
）
⇒
 
 
《
目
標
》
4
8
.
3
％
（
R
8
年
度
）
 

○
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
運
営
指
導
の
実
施
や
給
付
適
正
化
の
取
組
み
 

 
【
指
標
：
給
付
適
正
化
主
要
３
事
業
を
全
て
実
施
し
て
い
る
保
険
者
数
】
 

 
 
《
現
状
》
―
保
険
者
 
 
 
 
 
⇒
 
 
《
目
標
》
1
1
保
険
者
（
R
8
年
度
）
 

 
【
指
標
：
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
対
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
の
実
施
率
】
 

《
現
状
》
―

 

《
目
標
》
1
0
0
％
 

第
9
期
中

に
全
て

の
併

設
等

居
宅

介
護

支
援
事

業
所

に
対

す
る

ケ
ア

プ
ラ
ン

点
検

を
実

施
 

重
点

推
進

事
項

４
 

介
護

人
材

確
保

・
介

護
現

場
革

新
 

【
第

８
章

】
 

目
標

（
目

指
す

べ
き

姿
）
 

介
護

人
材

の
確

保
や

介

護
職

場
の

業
務

効
率

化

に
よ

っ
て

介
護

サ
ー

ビ

ス
の
質
を
維
持
・
向
上
す

る
 

計
画

に
記

載
す

る
対

策
【

進
捗

を
測
る

指
標

】
 

 〇
介
護
職
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
多
様
な
人
材
の
確
保
・

育
成
 

 
【
指
標
：
サ
ー
ビ
ス
区
分
別
に
見
た
介
護
職
員
数
】
 

《
現
状
》
施
設
系

4
,
0
2
4
人
、
訪
問
系

3
,
2
3
6
人
、

そ
の
他

9
,
2
4
3
人
 
合
計

1
6
,
5
0
3
人
（
R
2
年
度
）
 
 

《
目
標
》

※
9
期

に
向

け
、

今
後

国
が

示
す

推
計

シ
ー

ト
に

よ
り

設
定
 

 
【
指
標
：
介
護
職
員
の
離
職
率
】
 

《
現
状
》
介
護
職
員

1
3
.
4
％
、
訪
問
介
護
員

1
1
.
1
％
（
R
4
年
度
）
 

《
目
標
》
R
4
年
度
実
績
を
下
回
る
（
R
8
年
度
）
 

○
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
介
護
職
員
の
負

担
軽
減
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
 

 
【
指
標
：
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
事
業
所
数
】
 

《
現
状
》
3
8
9
事
業
所
（
R
4
年
度
末
時
点
累
計
）
⇒

 
《
目
標
》
2
8
5
事
業
所
（
R
6
～
8
度
累
計
）
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重
点

推
進

事
項

５
 

医
療

と
の

連
携

 
【

第
９

章
】

 

目
標

（
目

指
す

べ
き

姿
）
 

当
人

の
状

態
に

応
じ

て

必
要

な
医

療
と

介
護

の

サ
ー

ビ
ス

が
切

れ
目

な

く
提
供
さ
れ
る
 

計
画

に
記

載
す

る
対

策
【

進
捗

を
測
る

指
標

】
 

 ○
人
口
・
医
療
介
護
需
要
推
計
等
の
在
宅
医
療
に
関
す
る
情
報
提
供
、
地
域
に
お
け
る
議
論
へ
の
支
援
 

○
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
体
制
の
確
保
 

 
【
指
標
：
居
宅
／
包
括
ケ
ア
マ
ネ
か
ら
病
院
へ
の
入
院
時
情
報
提
供
率
】
 

《
現
状
》
8
5
.
5
％
（
R
5
年
度
）
⇒
 
《
目
標
》
 
9
0
.
0
％
（
R
8
年
度
）
 
 
 
 
 
 

【
指
標
：
病
院
か
ら
居
宅
／
包
括
ケ
ア
マ
ネ
へ
の
退
院
時
情
報
提
供
率
】
 

《
現
状
》
8
5
.
0
％
（
R
5
年
度
）
⇒
 
《
目
標
》
 
9
0
.
0
％
（
R
8
年
度
）
 

【
指
標
：
病
院
・
診
療
所
以
外
で
の
死
亡
割
合
】
 

《
現
状
》
3
2
.
6
％
（
R
3
年
度
）
⇒
 
《
目
標
》
 
4
2
.
6
％
（
R
8
年
度
）
 
 
 
 
 
 

○
訪
問
看
護
の
総
合
的
な
推
進
 

 
【
指
標
：
訪
問
看
護
職
員
数
（
常
勤
換
算
）
】
 

《
現
状
》
4
6
0
.
3
人
（
R
5
年
度
）
⇒
 
《
目
標
》
 
5
2
0
人
（
R
8
年
度
）
 

重
点

推
進

事
項

６
 

認
知

症
施

策
の

推
進

 
【

第
１

０
章

】
 

目
標

（
目

指
す

べ
き

姿
）
 

認
知

症
の

人
の

意
思

が

尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し
く

希
望

を
も

っ
て

暮
ら

す

こ
と
が
で
き
る
 

計
画

に
記

載
す

る
対

策
【

進
捗

を
測
る

指
標

】
 

 ○
認
知
症
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
 

 
【
指
標
：
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
質
向
上
の
取
組
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
地
域
活
動
を
支
援
す
る
 

取
組
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
数
】
 

《
現
状
》
５
市
町
村
（
R
4
年
度
末
）
 
 
⇒
 
 
 
 
《
目
標
》
1
9
市
町
村
（
R
8
年
度
末
）
 

○
認
知
症
の
人
の
本
人
発
信
支
援
、
希
望
を
も
っ
た
暮
ら
し
を
実
現
す
る
地
域
づ
く
り
 

 
【
指
標
：
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
市
町
村
数
】
 

《
現
状
》
２
市
町
村
（
R
4
年
度
末
）
 
 
⇒
 
 
《
目
標
》
５
市
町
村
（
R
8
年
度
末
）
 

 
【
指
標
：
認
知
症
カ
フ
ェ
（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）
の
設
置
数
】
 

《
現
状
》
5
9
カ
所
（
R
4
年

1
0
月
末
）
 
 
⇒
 
 
 
《
目
標
》
7
0
カ
所
（
R
8
年
度
末
）
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第４期島根県医療費適正化計画（素案）について 
 

１．計画の概要 

(1) 位置づけ 

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、国の定める医療費適正化基本方針に則 

して定める、本県の医療費適正化の推進に関する基本・実行計画 

(2) 対象期間等  

令和６年度～令和 11 年度（６年間） 

(3) 関連計画 

  保健医療計画、健康増進計画、介護保険事業支援計画、国民健康保険運営方針 

 

２．主な内容 

 (1) 基本的な考え方 

生活習慣病の予防対策等により住民の生活の質の維持・向上を確保しつつ、住民の 

視点に立った良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制を確保し、医療の効率化を

目指すとともに、医療費の適正化を進める 
 

(2) 医療費を取り巻く現状 

  島根県医療費 ２，６６９億円（令和３年度） 

  ※県民１人当たり医療費   ４０１．４千円（全国 12 位の高さ） 
 

(3) 住民の健康の保持の推進に関する取組 

 ① 特定健康診査の受診率の向上 59.5％（R3 実績）→70％（目標値） 

 ② 特定保健指導の実施率の向上 25.2％（R3 実績）→45％（目標値） 

 ③ メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少率 

16.8％（R3 実績）→25％（目標値） 

  ④ たばこ対策 

  ⑤ 生活習慣病等の重症化予防の推進 

  ⑥ その他予防・健康づくりの推進（がん、口腔、骨折、精神疾患ほか） 
 

(4) 医療の効率的な提供の推進に関する取組 

 ① 後発医薬品及びバイオ後続品の使用促進 

 ② 医薬品の適正使用の推進 

 ③ 医療資源の効果的・効率的な活用の推進 
 

 (5) 計画期間における医療費の見込み 

令和 11 年度島根県医療費（推計額） 

適正化前：２，７０３億円 → 適正化後：２，６８２億円 

（適正化効果額▲約２０億円） 

 

３．スケジュール 

令和６年１月   環境厚生委員会に素案報告、パブリックコメントの実施（～２月） 

     ２月   保険者協議会 

     ３月   環境厚生委員会に報告、策定・公表 

令和６年１月１２日 
環境厚生委員会資料 
健康福祉部健康推進課 
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第２期島根県国民健康保険運営方針（素案）について 

 

１．運営方針の概要 

(1) 位置づけ 

国民健康保険法第 82 条の２に基づき、県・市町村等が安定的な財政運営並びに広域 

的及び効率的な事業運営の推進を図るために策定する、国民健康保険事業の運営に 

関する方針 
 

(2) 対象期間等  

令和６年度～令和 11 年度（６年間）。３年ごとに検証し必要な見直しを行う。 

 

２．主な内容 

(1) 国保の医療に要する費用及び財政の見通し 

 ・加入世帯及び被保険者数の減少傾向が近年加速 

・医療費総額は減少傾向にあるが、一人当たり医療費は増加傾向であり、市町村間の

格差が大きい。 

・国保財政は収支均衡が原則。国保財政調整基金等を活用し安定化に努める。 
  

(2) 市町村における保険料の算定方法等（保険料水準の統一に向けた取組） 

・保険給付の費用を県全体で負担する仕組みとして、保険料水準の統一がある。 

・各市町村の保険料は、医療費水準などの要因によりその差が大きく、直ちに保険料 

水準を統一することは困難。当面は各市町村の医療費水準を反映した保険料水準と 

し、将来的には統一した保険料水準を目指す。 

・保険料水準のあり方や各課題について中間見直し時に向けて議論を進める。 
 

(3) 保険料徴収の適切な実施 

全国的に高い収納率を維持。市町村毎に過去３か年の実績により収納率目標を設定 
 

(4) 医療費の適正化の取組 

保険料負担を抑えるためにも、市町村と一体となって、第４期島根県医療費適正化 

計画に掲げる取組やデータヘルス計画に基づく保健事業の実施等を推進 
 

(5) 保健医療サービス及び福祉サービス等に関する施策との連携 

医療費適正化計画、保健医療計画、介護保険事業支援計画等と整合性を確保 

 

３．スケジュール 

  令和５年 12 月 市町村国保広域化等連携会議 

国民健康保険運営協議会（素案の審議） 

  令和６年１月  環境厚生委員会に素案報告 

市町村への意見照会、パブリックコメントの実施（～２月） 

     ３月  国民健康保険運営協議会（最終案の審議） 

         環境厚生委員会に報告、策定・公表 

令和６年１月１２日 
環境厚生委員会資料 
健康福祉部健康推進課 
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子育て支援策に関する市町村の意向確認の結果について 

 
１ 意向確認の概要 

税や社会保障費の上昇や物価高騰など、県民の負担が増加する中で、国の施

策に加えて、県が子育て支援施策を進めていくには、子育て世帯に直接支援を

行っている市町村と協力して取り組むことが必要である。 

  そのため、１１月定例会の提案理由説明にて知事が表明したとおり、各市町

村が今後取り組みたいと考える次の具体的な施策を令和５年 12 月 18 日を期

限として意見照会を行った。 

 

① 子育て支援が充実したことにより住民が直接実感できる新規の事業で

あること（福祉分野に限定しない） 

② 長期にわたり継続して実施される事業であること  

 
 
２ 市町村からの回答結果 

 市町村からの回答は、現時点で詳細を確認する必要があるものもあるが、そ

の概要は次のとおり 

 

・子ども医療費助成対象の高校生までの拡充（８団体） 

・子ども医療費助成の拡充（上記を除く）（２団体） 

・予防接種支援（２団体） 

・病児保育の実施（１団体） 

・学校給食の無償化（１団体） 

・大学等に進学した際の給付金支給（１団体） 

・放課後児童クラブ等における夏季休業中の給食提供（１団体） 

・保育所主食費の無償化（１団体） 

・在宅育児世帯への支援（１団体） 

・小中学校入学準備にかかる経費支援（１団体）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 １ 月 １ ２ 日 

環 境 厚 生 委 員 会 資 料 

健康福祉部健康推進課、子ども・子育て支援課  
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３ 市長会・町村会による共同要望（要旨）（令和６年１月１１日） 

県が市町村に対して今後新たに取り組みたいと考えている子育て支援策に

ついて意向調査を行ったことは、時宜を得たものであり、市町村として大変心

強く思う。 

この調査の結果を踏まえ、19 市町村が足並みをそろえ、県と連携協力して島

根の少子化・子育て支援策を一歩前に進めたい。 

 

 ⑴ 多くの市町村が子育て支援策の中で優先的に取り組むべきと考えている

「子ども医療費助成」について、県内どの市町村においても、助成の対象年

齢を高校生までに拡充できるよう、県として市町村支援を充実すること。 

 

 ⑵ 既に高校生までを対象に医療費助成を実施している市町村が行う新たな

子育て支援策についても、市町村独自の支援策ができるよう配慮すること。 

 
 
４ 今後の流れ 

市町村からの回答について、内容の確認を行っていくとともに、県議会のご意

見を伺いながら、財政負担も含めた実現性等について検討する。 
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